
○大府市建設工事及び工事関係委託予定価格事前公表

要領 
 

（趣旨） 

第１条 この要領は、大府市が発注する建設工事及び工事関係委託に係る契約手続の透明

性の確保及び公正な競争の促進を図るため、入札執行前に行う予定価格の公表（以下「事

前公表」という。）について、必要な事項を定めるものとする。 

（事前公表の対象） 

第２条 事前公表の対象となる事業（以下「対象事業」という。）は、設計金額１３０万円

を超える建設工事及び設計金額５０万円を超える工事関係委託で、一般競争入札又は指

名競争入札の方法により行うものとする。 

（事前公表の方法） 

第３条 事前公表は、次の各号に掲げる入札の区分に応じ、当該各号に定める方法により

行うものとする。  

⑴ 一般競争入札 大府市契約規則（昭和４６年大府市規則第５号。以下「規則」とい

う。）第５条第１項の規定により行う公示 

⑵ 指名競争入札 規則第２２条第２項の規定による指名競争入札の通知及び予定価

格を記入した指名競争入札執行調書の掲示 

（予定価格） 

第４条 事前公表に記載する予定価格は、消費税及び地方消費税を除いた金額とする。 

（事前公表の期間） 

第５条 事前公表の期間は、第３条の規定により公表をした日から当該対象事業の入札執

行日までとする。 

（指示事項等） 

第６条 対象事業の入札に参加する者は、入札書を提出する際に工事費又は委託費内訳書

（以下「内訳書」という。）を提出しなければならない。ただし、市長が提出を要しな

いと認める場合は、この限りでない。 

（入札者心得書の特例） 

第７条 大府市入札者心得書第１６条の規定にかかわらず、入札回数は１回とし、再度の

入札は行わないものとする。 

（入札の無効） 

第８条 予定価格を超えた入札、内訳書の提出のない入札は、無効とする。 

（委任） 

第９条 この要領に定めるもののほか、事前公表に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要領は、平成１４年７月１日から施行し、同日以後に公示する一般競争入札又は通

知する指名競争入札を行う事業について適用する。 

附 則 

この要領は、平成１６年１０月１日から施行し、同日以後に公示する一般競争入札又は



通知する指名競争入札を行う事業について適用する。 

  附 則 

この要領は、平成１８年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要領は、平成２０年９月１日から施行し、同日以後に公示する一般競争入札又は通

知する指名競争入札を行う事業について適用する。  

 


